







概念として，①伝統的概念(tradi tional concept)，①完全知覚概念 (perceptual
perfection concept)，①合意概念 (consensusconcept)，③理論的対実践的概




























































の概念は，アソパット (AStatement of Basic Accounting theory)や1969年










































































あろう。」と述べている。 また， ロパート・ L・ディケ γズとジョン・ 0・ブ










































































R • J・チェンパース (C6)，p. 99)は「会計を機能的には，回顧的および
現時的貨幣計算を行なう方法」として定義し，会計から未来についての貨幣計
















て客観性概念を重視していることを理解できる。それでは， R. J・チェ γパ
ースの客観性概念はどのような意味内容をもつものであろうか。 R.J・チェ
























対象が定義される必要があることを強調している O したがって， R・J・チェ
ンパースによれば「財政状態の意味が与えられれば，ステートメ γ トは独立的
に他の人々によりテスト可能である。J( 5)， p.270) つまり， ステートメ γ
トは客観的であるO しかしながら， iもし『財政状態』が定義されないならば，
別言すれば，もしそれが個人的私的解釈を受けるならば，そのステートメント














いて， R. J・チェンパース((5)， p.270)は「われわれが例として用いた
たぐいのステートメ γ トつまりすべての慣習的貸借対照表に見られるたく九、の
ステートメ γ トは，確証のテストを満たさない。」と主張している O
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以上述べてきたところから， I確証」とし、う概念を含めで， R. J・チェン
パースの客観性概念、を要約すれば次のようになる。
(1) 売却時価主義による測定値は，財政状態についての共通の解釈に基づく














あろうと確信している。」と述べている。つまり， R. R・スターリ γグは客観
性概念を測定者間の合意、と考え，その意味で現在市場価値に基づく測定値は，








































夕、、ニエル・ L・マクドナルド ((11)，pp. 38-49) による実証的研究によれ
ば，固定資産に関する測定値についてではあるが，売却時価主義による測定値
のほうが歴史的原価主義による測定値より分散が少ないとの，つまり，客観的
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